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答弁（町長）　令和9年4月施行を目指し、進めていく

問 「こども基本条例」の基本理念は。
答（町長）「子どもの権利条約」の4つの原則「差
別の禁止」「子どもの最善の利益」「生命、生存
及び発達に関する権利」「子どもの意見の尊重」
と、さらに「こども基本法」の「子育ては家庭
を基本としながら、そのサポートが十分に行わ
れ、家庭で育つことが難しいこどもも、家庭と
同様の環境が確保されること」「家庭や子育て
に夢を持ち、喜びを感じられる社会をつくるこ
と」を加えた６つを基礎としたものを考えている。
問 子供たちの考えをどのように盛り込むのか。
答（町長）タブレット端末を活用したアンケー
トや、毎年行われている「子ども議会」のよう
に子供たちが参加できる会議の開催、自由に意
見を出し合うワークショップの開催なども考え
られる。子供たちが意見を言いやすい環境や方
法を用意し、広く様々な意見を聴取できる方法

を検討していきたい。
問 この条例をつくるに当たり、地域社会との連
携はどのように考えるか。
答（町長）　「玉村町子ども・子育て会議」を中
心として、地域住民や学生、企業、教育関係者
など様々な人からも広く意見を聴取していきた
い。
問 「こども基本法」では、「こども」の定義が「心
身の発達の過程にあるもの」とあり、「 18歳以
下という年齢に上限を求めない」とある。こど
も基本条例においてはどうか。
答（町長）　「こども基本法」と同様に考えたい。

まちづくりについて

問 町の中心地域、日光例幣使道周辺のまちづ
くりの今後の方向性について伺う。
答（町長）　旧日光例幣使道周辺には、井田家
住宅・玉村八幡宮・神楽寺などの歴史資産があ
る。当町における歴史的に重要な地域として認
識しており、都市計画マスタープランや景観計
画にも重要な地域として位置づけている。町中
心に観光客を呼び込むためには、玉村八幡宮を
核とする地域が重要な場所となるので、引き続
き整備手法に関する研究を続けていく。
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答弁（町長）　農業基盤の維持をはじめ、生産性の向上を目指す

問 近年の米価格の高騰は、物価上昇下におけ
る住民生活を直撃し、国民の命を守るべき食の
安全保障の観点からも看過できない課題である。
町としては、学校給食や福祉施設での安定供給
の確保、農業者への支援、地産地消の推進など、
取り組み得る対策があると考える。住民生活を
守る立場から、町レベルで可能な施策は何か。
答（町長）　農地の集積化事業については、公
益財団法人玉村町農業公社を活用して、農地の
集積を進め、効率的な農業経営の推進と耕作放
棄地の防止に努める。国が実施している「担い
手の農地利用集積状況調査」では、令和７年３
月時点での本町の農地集積率は75.1％で、県
内でも高い水準である。
　農業者支援については、認定新規就農者への

経営開始資金に係る支援事業や農業経営力向上
に資する事業を行い、コンバインやブームスプ
レーヤなど、高額となる米

べいばく

麦栽培用の大型機械
導入の際に資金的な支援を行う補助事業により、
令和７年度は２件の事業利用がある。

ごみステーションの管理運営と　

新規設置　

問 ごみステーションについて、住民のより身
近な場所に設置を望む声もあり、特に高齢化が
進む地域社会において不可欠である。町の考え
を問う。
答（町長）　年間10箇所程度の新設・移設の申
請を受けている。設置条件として、一つの場所
でおおむね10戸以上としている。ごみ収集車
が問題なく収集できる場所であれば、許可する
が、ごみ収集に支障がある場所には、設置場所
について再検討をお願いすることもある。

電動アシスト自転車購入費補助

問 町は通学定期券購入費補助を行い、若者の
学びを支えている。長距離の自転車通学を続け
る高校生を応援する施策として、電動アシスト
自転車購入費補助制度を創設することはできな
いか。
答（町長）　制度の創設は現状考えていないが、
他市町村の動向も踏まえ、教育機会の平等を最
優先と考え、通学環境の安全確保や利便性の向
上などに努めたい。

米価格高騰への
町の食料安全保
障について

農 業 「私の視点」

今後、増産に舵をきる耕作放

棄地の拡大を食い止め、農地

を次世代につなぐ、輸出の拡

大の政府方針を受け止め、実

行に移す方策に期待する。

子供たちが自由に意見を出し合うことのできる
環境を

日本の風景、後世に残す豊かな実りの秋を感じさせ
る田園地帯
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